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一般財団法人長野県交通安全協会
長野県交通安全活動推進センター

発　　行

ホームページアドレス https://ankyou-naganoken.com　　Eメールアドレス ankyou-naganoken@bi.wakwak.com

区　分 累　計 前年比

件　数 3,581 ＋162

死者数 26 －12

負傷者数 4,273 ＋199

（令和5年10月1日現在）

新年のごあいさつ
令和7年

明けましておめでとうございます。謹んで新春のお慶び
を申し上げます。県民の皆様には、旧年中は、県政の推
進に対して格別のご支援とご協力を賜り、誠にありがとう
ございました。

貴協会におかれましては、それぞれの地域の実情に応
じた交通事故防止対策等にご尽力、ご協力を賜り、厚く
御礼申し上げます。

さて、長野県では、令和 5 年度を初年度とする総合５
か年計画「しあわせ信州創造プラン 3.0」に基づいた県政
運営を進めており、県民生活の安全確保の分野において
は、2025 年までに交通事故死者数を 45 人以下にするこ
とを目標としています。

とりわけ私達にとって身近な危険である交通事故に対し
ては、地域の皆様と協働し、県民一人ひとりの命を守る交
通安全活動を推進してまいります。

中でも自転車を取り巻く状況は大きく変化しており、改
正道路交通法の施行によって、令和 5 年 4 月に全年齢で
の自転車乗用時のヘルメット着用が努力義務化され、昨年
11月には自転車運転中の「ながらスマホ」と「酒気帯び運転」
の罰則規定が整備されました。

県ではヘルメットの着用を促進するため、啓発活動に加
えて市町村を通じた自転車用ヘルメットの購入支援事業に
取り組んでいます。また、自転車の危険な運転については、
様々な媒体を活用した広報や啓発活動等を通じて法改正の
周知とルール遵守の呼び掛けに取り組んでいるところです。

交通事故のない安全・安心な長野県を実現するために
も、引き続き皆様方のご協力を賜りますようお願い申し上
げます。

結びに、本年が皆様方にとって活気あふれる素晴らし
い一年となりますことを心から祈念申し上げ、新年の御挨
拶とさせていただきます。

明けましておめでとうございます。
県民・会員の皆様方には、ご家族とともに穏やかな新

春をお迎えになられたこととお慶び申し上げます。
平素、交通安全のために県下各地域においてご尽力を

いただいております役員の皆様方に、心より感謝と御礼を
申し上げます。

近年の交通事故による死者数は、「交通戦争」といわれ
た昭和 30 年代から 40 年代に比べ大きく減少しておりま
すが、いまだに多くの尊い命が犠牲になっております。

悲惨な交通事故を 1 件でも多く減らすためには、運転者・
歩行者を問わず県民一人ひとりが互いを思いやる気持ち
を持って、交通ルールと正しい交通マナーを更に実践して
いくことが何より大切であります。

交通事故の防止は、関係行政機関・団体及び県民一人
ひとりが全力を挙げて取り組まなければならない重要な課
題であります。

長野県交通安全協会は、令和 7 年におきましても、交
通事故のない「安全で快適な交通社会」を実現するため、

「子供と高齢者の交通事故防止」を基本とし、
○ 高齢者の交通事故防止
○ 通学路・生活道路等の安全確保と歩行者保護の徹底
○ 自転車の安全利用の徹底
○ 後部座席を含めた全ての座席のシートベルトの着用

　　 とチャイルドシートの正しい使用の徹底
○ 夕暮れ時と夜間の交通事故防止
○ 飲酒運転等の根絶

を活動の重点として、長野県や長野県警察のご指導をい
ただきながら関係機関・団体、各地区交通安全協会と緊
密な連携を図り、交通安全諸対策に取り組んで参る所存
であります。

皆様方には、交通安全協会が取り組んでおります交通
安全活動に対し、引き続き、ご支援・ご協力を賜りますよ
うお願いを申し上げます。

結びに、今年一年が皆様方にとりまして、明るく健やか
な年となりますようご祈念申し上げ、年頭の挨拶といたし
ます。

長野県交通安全運動推進本部
本部長

一般財団法人
長野県交通安全協会

長野県知事会長

阿 部 守 一藤 澤　秀 敬
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　令和4年の道路交通法の改正により、マイナンバーカードと運転免許
証の一体化に関する規定が整備され、令和7年3月24日に全国で運用開
始となります。
　以下の3つの免許証の持ち方が可能になります。
①　運転免許証の免許情報が記録されたマイナバーカード、いわゆる
マイナ免許証のみを保有すること

②　マイナ免許証と運転免許証の双方を保有すること
③　従来の運転免許証のみを保有すること
　※自動車等の運転の際は、免許証又はマイナ免許証のいずれかを携
帯する必要があります。

長野県警察本部長
�鈴木　達也 玉井　洋光 （長野安協会長）

島﨑　丈雄 （飯水岳北安協会長）

竹内　敬三 （中高安協会長）

丸山　俊春 （須高安協会長）

春原　和彦 （長野南安協会長）

宮澤今朝美 （松代安協会長）

前山　正則 （千曲安協会長）

岡田　宝正 （上田安協会長）

内堀　福二 （依田窪安協会長）

伊藤　正直 （小諸安協会長）

池田　　章 （佐久安協会長）

金井　賢吾 （川西安協会長）

阿部　和博 （南佐久安協会長）

岩井袈裟次 （軽井沢安協会長）

小笠原弘三 （茅野安協会長）

小川　智一 （諏訪安協会長）

柳澤　隆嗣 （岡谷安協会長）

塩澤　幸一 （伊那安協会長）

中村　泰雄 （辰野安協会長）

松井　俊仁 （伊南安協会長）

伊坪　一男 （飯伊安協会長）

細川　和男 （阿南安協会長）

奥村　建吉 （木曽安協会長）

米久保高人 （塩尻安協会長）

小林　磨史 （松本安協会長）

宮坂　英文 （安曇野安協会長）

丸山　隆興 （大町地区安協会長）

降簱今朝登 （池田松川安協会長）

明けましておめでとうございます。
一般財団法人長野県交通安全協会、各地区交通安全協会の皆様には、

御家族ともども穏やかに輝かしい新年を迎えられたこととお慶びを申し
上げます。

また、貴協会の皆様には、交通安全活動を始め、警察活動各般にわ
たり深い御理解をいただき、多大なる御協力を賜りましたことに対し、
厚く御礼を申し上げます。

昨年は、コロナ禍前の日常が取り戻され、人や車の動きが活発化し
たことなどから、特に年当初から夏頃に掛けて、交通事故件数、死者
数及び負傷者数がいずれも増加するなど、大変厳しい交通情勢となり
ました。

しかしながら、悲惨な交通事故を一件でも減らすべく、県警察では
横断歩道歩行者優先のルール遵守と歩行者のマナーアップ行動の実践
を呼び掛ける「横断歩道ルール・マナーアッププロジェクト」や、全て
の年代において自転車乗車時のヘルメット着用が当たり前となる環境の
構築に向けた取組のほか、全国に誇れる長野県のセーフティマナーを更
に向上させるべく、皆様と思いを一つに各種交通安全対策を推進して
まいりました。

その結果、10 月末時点で、死者数及び負傷者数は前年より増加して
いるものの、交通事故件数は前年を下回るまでに改善が見られました。
また、JAF（一般社団法人日本自動車連盟）の調査では、信号機のな
い横断歩道における車の一時停止率が調査開始から 9 年連続全国 1 位
となり、自転車乗車時のヘルメット着用率の全国調査では、昨年の着用
率から大きく向上して全国 4 位となりました。

これらの成果は、長野県の交通安全意識の高さを示すバロメーター
であり、また、皆様のたゆまぬ活動の賜であるものと考えております。

皆様におかれましても、更に県民一人一人の交通安全意識が高まる
よう、各地域の実情に合わせた交通安全活動の推進を引き続きお願い
申し上げます。

結びに、一般財団法人長野県交通安全協会、各地区交通安全協会の
益々の御発展と会員の皆様の御健勝と御多幸を心から祈念申し上げま
して、新年の御挨拶とさせていただきます。

謹賀新年
本年もよろしくお願いします

新年のごあいさつ

長野県交通安全協会
マスコット「あんきょーくん」

マイナンバーカードと運転免許証の一体化マイナンバーカードと運転免許証の一体化
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　長野県自転車安全教育推進委員会(一財)長野県交通安全
協会）は、昨年の10月5日(土)中南信会場、10月12日（土)東北
信会場において、県警交通企画課、長野県くらし安全・消
費生活課、県交通安全教育支援センター、県自転車モーター
事業協同組合の協力を得て「自転車安全教育指導員講習会」
を開催し、新たに42名の指導員が認定されました。

令和 6年度「自転車安全教育指導員講習会」を開催

賞　名 学　校　名 作品タイトル
グランプリ 上田染谷丘高校 歩きスマホの視界
準グランプリ 上田高校 ヘルメットくんの願い
アイデア賞 飯田OIDE長姫高校 〜歩きスマホの視野〜
敢闘賞 大町岳陽高校 交通安全教室

クリエイティブ賞 松本県ヶ丘高校 やり直す
SBC賞 穂高商業高校 やめれば見つかる緑の自然

賞　名 学　校　名
奨励賞 松本美須々ヶ丘高校
奨励賞 飯田OIDE長姫高校
奨励賞 大町岳陽高校

賞　名 学　校　名 作品タイトル
グランプリ 上田染谷丘高校 傘さし運転をやめよう
準グランプリ 松本国際高校 あなたが明日を生きるために

　「高校生交通安全CMコンテスト」は、テレビ・ラジオのCMを通じて交通安全を呼びかけるもので（一財）長野県交通安全
協会をはじめとする交通関係団体・SBC信越放送・長野県交通安全推進本部で構成する「交通事故ゼロチャレンジ実行委員
会」（事務局：長野県警察本部交通企画課）の主催で実施しています。2024年の受賞作品は次のとおりです。
【テレビ部門】 【テレビ部門】

【ラジオ部門】

・急発進はスリップ事故のもとです。
・アクセルをゆっくり踏み込み、発進しましょう。

・急ブレーキはスリップのもとです。
・下り坂の手前で十分に減速しましょう。
・下り坂ではエンジンブレーキを活用し、

フットブレーキは軽く小刻みに踏みましょう。

・カーブが緩いほど、油断しがちです。
・カーブに入る前に十分に減速し、カーブ走行中はなるべく

ブレーキを踏まないようにしましょう。

・右左折の合図の遅れは、他の車に急ブレーキを
掛けさせるなどの危険を及ぼします。

・合図は早めに出し、しっかり減速してから右左折しましょう。

「2024 高校生交通安全CMコンテスト」受賞作品

ゆるやかな
カーブも
要注意

長野県交通安全協会
マスコット
「あんきょーくん」

みんな
ヘルメットを
かぶろう！

 発進する時

 止まる時

カーブを曲がる時

 右左折する時

スリップ事故防止のためのアドバイス

〜スリップしやすい場所〜

　冬道は、路面の積雪、凍結などにより、目的地まで時　冬道は、路面の積雪、凍結などにより、目的地まで時
間がかかります。間がかかります。
　時間に余裕を持って早めに出発しましょう。　時間に余裕を持って早めに出発しましょう。
　時間にゆとりができれば、心にもゆとりが生まれます。　時間にゆとりができれば、心にもゆとりが生まれます。
　心にゆとりを持った減速運転が、スリップ事故防止の　心にゆとりを持った減速運転が、スリップ事故防止の
基本です。基本です。

○ 日かげ部分　○ トンネルの出入口付近
○ 橋の上 ○ 下り坂、カーブ
○ 交差点 ○ 雪がうっすら積もった道路

スリップ事故防止
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各地区の交通安全活動ニュース
交通安全協会は、交通事故をなくすため、様々な活動を行っています。活動の一例を紹介します。交通安全協会は、交通事故をなくすため、様々な活動を行っています。活動の一例を紹介します。

編集後記
長野県交通安全協会は、交通事故のない安全な社会を実現するため各種交通安全活動を行っております。
これらの活動は、皆様からのご支援を頂いている交通安全協会費で運営されています。
本年も交通安全協会の活動にご理解とご協力を賜りますようお願いいたします。

　交通安全協会は、地域の交通事故を１件でも減少させるため、様々な
交通安全活動を行っています。この活動の支えになっているのが、会員
の皆さまからの交通安全協会費です。

交通安全協会入会のご案内交通安全協会入会のご案内

　会費は運転免許証の有効期間により
　３年の方は１，４００円　４年の方は１，７００円
　５年の方は２，０００円
　です。ご協力をよろしくお願いいたします。

　また、企業や団体の皆様の中で、事業活動に賛同してご協力いただける
皆様に「団体会員」への入会をお願いしております。
団体会員加入の皆様（敬称略・順不同・令和 6年 10 月以降加入分）

◯株式会社八十二銀行　◯全国共済農業協同組合連合会長野県本部

「秋の交通安全運動」の活動の一環
として信濃町の国道18号交差点にお
いて街頭指導を実施した。�（長野）

JR岡谷駅前において、高校生を対
象とした自転車事故防止啓発活動
を実施した。� (岡谷)

「佐久市交通事故防止市民週間」にあ
わせてJR佐久平駅で交通少年団によ
る街頭啓発活動を実施した。�（佐久）

女性部において来年度入学する新小
学1年生に贈呈する交通安全マスコッ
ト「かりんちゃん」を制作した。�(諏訪)

千曲市における自転車・歩行者専用
道路整備状況視察研修を実施した。
� （須高）

「南信州安心安全フェスティバル」
で、お化け屋敷を企画し、夜光反
射材の積極的活用を図った。�（飯伊）

管内の公民館において高齢者・高
齢運転者を対象とした交通安全教
室を開催した。� （中高）

｢森将軍塚まつり｣において、幼児に対
する横断歩道の渡り方指導等の街頭
啓発活動を実施した。� (千曲)

｢秋の交通安全運動｣の活動の一環と
して管内の県道で信州豊南短大生とと
もに街頭啓発活動を実施した。�(辰野）

「秋の全国交通安全運動」の一環と
して県合同庁舎前において街頭啓
発活動を実施した。� （松本）

「げんきまるこ産業フェスタ」におい
て夜光反射材等を配付し街頭啓発
活動を実施した。� （依田窪）

管内の自動車学校において、「夜間
高齢者交通安全教室」を開催した。
	 � (川西)


